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建設業フォローアップ相談ダイヤル建設業に関する
総合的な相談窓口

議
長
を
務
め
緊
張

広
島
で
も
旺
盛
な
活
動
を

規
約
改
正
は
重
要
な
課
題

広
島
財
政
に
直
結
を
認
識
し
た

３
つ
の
危
機
を
打
開
し
よ
う

行
う
こ
と
に
意
味
を
持
た
せ
る
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（別途通信料金が必要となります）

スマホ携帯から
携帯でQRコードを
読み込んで下さい

団結ガンバロウ

　　52県連・組合1359人

訓練校
入校生
募集中

2 確定申告はスマホで簡単
3 建設業で働く労働者の退職金
制度「建退共」をご存じですか？
　 労働保険に入る義務とは？
建設国保関連記事の掲載：4-5面

今月の紙面

　

【
県
・
書
記
長
・
藤
岡
祐
二
】

全
建
総
連
は
第
65
回
定
期
大
会

を
10
月
24
〜
26
日
神
奈
川
県
横

浜
市
「
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
」
を

会
場
に
し
て
開
催
。
52
県
連
・

組
合
１
３
５
９
人
（
広
島
建
労

21
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

神
奈
川
県
連
の
地
元
組
合
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
来
賓
か
ら
の

あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
中
西
中
央

執
行
委
員
長
は
「
１
０
０
万
人

国
会
請
願
署
名
の
歴
史
的
成
果

を
背
景
に
、
現
場
で
働
く
労
働

者
の
処
遇
改
善
に
つ
な
げ
て
い

こ
う
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
全
体
会
議
で
第
64
期

の
経
過
・
財
政
決
算
・
会
計
監

建設業取引適正化センター

　

執
行
委
員　
　

平
木　

辰
明

　

第
１
分
科
会
（
社
会
保
障
対

策
部
、
46
県
連
・
組
合
２
２
４

人
参
加
）
の
議
長
を
務
め
ま
し

　

執
行
委
員　
　

吉
田　

達
示

　

全
県
か
ら
集
ま
る
だ
け
に
、

会
場
は
広
く
、
大
変
多
く
の
仲

間
が
結
集
し
て
い
ま
し
た
。

　

全
建
総
連
規
約
の
改
正
で
、

２
０
２
６
年
８
月
か
ら
組
合
費

は
、
月
１
人
１
１
５
円
か
ら
１

　

執
行
委
員　
　

平
田　

光
弘

　

平
木
執
行
委
員
と
同
じ
第
１

分
科
会
に
入
り
ま
し
た
。

　

補
助
制
度
の
見
直
し
、
被
用

者
保
険
適
用
拡
大
に
よ
る
加
入

対
象
者
の
縮
小
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
と
保
険
証
の
一
体
化
に

た
。
な
か
な
か
経
験
で
き
る
こ

と
で
は
な
く
、
大
変
緊
張
し
ま

し
た
が
、
予
定
の
議
事
を
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

行
動
内
容
や
各
県
連
・
組
合

の
運
動
報
告
も
あ
り
、
広
島
で

も
取
り
入
れ
て
旺
盛
な
活
動
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
分
に
と
っ
て
大
き
な
経
験
と

な
り
ま
し
た
。

３
５
円
（
20
円
ア
ッ
プ
）
に
な

り
ま
す
。
広
島
建
労
の
組
合
費

に
も
直
結
す
る
た
め
、
重
要
な

財
政
課
題
で
あ
る
こ
と
を
改
め

て
認
識
し
ま
し
た
。

　

私
は
全
国
大
会
へ
初
参
加
で
、

第
４
分
科
会
（
税
金
対
策
部
、

43
県
連
・
組
合
１
１
５
人
）
に

入
り
ま
し
た
。
一
人
親
方
の
仲

間
や
免
税
事
業
者
が
思
っ
た
よ

り
多
く
、
ま
だ
ま
だ
現
実
と
し

て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。

よ
る
保
険
者
機
能
の
低
下
な
ど

３
つ
の
危
機
を
打
開
し
よ
う
と

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

「
60
万
人
署
名
の
局
長
の
回

答
は
、
何
も
意
見
が
保
険
局
に

届
い
て
い
な
い
の
と
同
じ
で
は

な
い
か
」
と
い
う
仲
間
の
意
見

を
聞
き
、
「
何
で
も
中
身
の
な

い
こ
と
を
す
れ
ば
良
い
」
で
は

な
く
、
行
う
こ
と
に
意
味
を
持

た
せ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
今
後
の
活
動
に
活
か

し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

入

校

の

申
込
期
間

令和6年10月1日〜
翌年2月28日まで

入校生を募集(66期)

パンフレットはこちらの訓練校HPより

※定員は先着10人

電話：082-292-7798
FAX：082-294-0248

TEL 0570-004976
E-mail: hqt-kensetsugyou110@gxb.mlit.go.jp

※ナビダイヤルの通話料は発信者の負担となります。

TEL 03-3239-5095　FAX 03-3239-5125
E-mail: tokyo@tekitori.or.jp

TEL 06-6767-3939　FAX 06-6767-5252
E-mail: osaka@tekitori.or.jp

【受付時間】10:00～12:00,13:30～17:00（土日、祝日、閉庁日を除く）

【受付時間】9:30～17:00（土日、祝日、年末年始を除く）

建設業法及び各種ガイドラインの詳細は国土交通省ホームページでご確認いただけます

入校申し込み、訓練時間、入校金、
授業料などのお問い合わせ先

一般社団法人 広島建築共同職業訓練協会・広島県建築高等職業訓練校

匠の技を身につけよう

資格取得(建築士・技能士)を目指そう

〒733-0013  広島市西区横川新町8-12

請負契約に関する
トラブルの相談窓口

国土
交通省

●資機材価格の高騰等による価格転嫁、労務単価、品確法の運用指針、社会保険加入対策
などの建設業に関する様々な相談を総合的に受け付けています。

●加えて、建設業法令遵守ガイドラインの内容や、取引に関する法令上の規定などを確認し
たい場合の相談も受け付けています。

●元請・下請間等の取引で「困ったことが起きたが、どうしたら良いかわからない」という方に
は、その解決方法をアドバイスし、「どこに相談したら良いかわからない」という方には、相
談先である関係行政機関、紛争処理機関等をご紹介しています。

査
各
報
告
の
承
認
、
第
65
期
の

運
動
方
針
案
・
一
般
会
計
予
算

案
の
提
案
、
一
般
質
問
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
よ
り
事
前
質
問

に
な
り
ま
し
た
が
時
間
が
足
り

ず
、
３
日
目
に
残
り
の
質
問
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

第
40
回
全
国
青
年
技
能
競
技
大

会
上
位
入
賞
者
表
彰
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
各
分
科
会
に
分

か
れ
議
案
を
討
議
し
、
広
島
建

労
・
平
木
社
保
対
部
長
が
社
会

保
障
対
策
分
科
会
の
進
行
議
長

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

３
日
目
は
、
１
日
目
に
引
き

続
き
一
般
質
問
後
、
各
分
科
会

報
告
を
受
け
、
第
65
期
運
動
方

針
案
・
一
般
会
計
予
算
案
の
討

議
・
採
択
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
・

役
員
選
出
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

65
期
の
役
員
選
出
で
は
、
中

西
委
員
長
（
香
川
建
労
）
が
勇

退
。
新
委
員
長
に
鈴
木
貴
雄
さ

ん
（
全
建
愛
知
）
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

広
島
建
労
か
ら
は
引
き
続
き
、

原
執
行
委
員
長
が
全
建
総
連
の

財
政
部
長
に
、
橋
本
副
執
行
委

員
長
が
副
中
央
執
行
委
員
長
に
、

藤
岡
書
記
長
が
中
央
執
行
委
員

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
第
５
地

連
瀬
戸
内
の
泉
雅
博
さ
ん
が
大

会
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
宣
言
で
は
「
全
建
総
連

の
統
一
と
団
結
の
も
と
、
諸
要

求
実
現
に
向
け
て
運
動
と
組
織

の
前
進
を
図
る
こ
と
を
決
意
、

こ
こ
に
宣
言
す
る
」
と
採
択
さ

れ
、
第
65
回
定
期
大
会
を
終
え

ま
し
た
。

全建
総連

国
会
請
願
署
名
の
歴
史
的
成
果
を

現
場
で
働
く
労
働
者
の
処
遇
改
善
へ

期回第 会定65 大
パシフィコ横浜に

10月 23〜25日

ガンバロウ

東京センター

大阪センター

入
校
　
　

待
っ
て
る
よ

相談料
無料

相談料
無料

100万人
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Ｑ１：確定申告がスマホで簡単にできるようになると
聞いたのですが本当ですか？
Ａ１：国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」では、画
面の案内に沿って金額等を入力するだけで、所得税、消費税および贈
与税の申告書や青色申告決算書・収支内訳書等の作成・e-Taxによる送
信ができます。令和７年１月からは、所得税のすべての画面でスマホ
でも操作しやすい画面が提供されます。これにより、スマホ申告がま
すます便利になります。また、パソコンで表示される画面もデザイン
を統一し、操作性が向上します。
Ｑ２：マイナポータル連携というのは何ですか？
Ａ２：マイナポータル連携とは、所得税確定申告の手続において、マ
イナポータル経由で、控除証明書等のデータを一括で取得し、確定申
告書の該当項目へ自動入力する機能です。なお、所得税確定申告の手
続の場合は、国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」で、
この機能をご利用になれます（マイナンバーカードを利用してe-Taxで
確定申告書を提出する場合に限る）。

参考：国税庁HP「マイナポータル連携特設ページ」「令和6年分の確
定申告はスマホとマイナポータル連携でさらに便利に！」
国税庁「確定申告はマイナポータル連携で自動入力（令和6年8月）」

一度、ご利用いただくと、そのメリットを実感！
翌年以降はさらに便利に♪

マイナポータル連携のメリット

◉医療費の領収書等の収集
や集計が不要
◉確定申告書の該当項目へ
自動入力
◉作成した確定申告書を
e-Taxで送信
◉書類の管理・保管が不要

利用した方から
驚きの声

税金Ｑ＆Ａ
コーナー

税金対策部

令和６年分の確定申告は
スマホやマイナ
ポータル連携で
さらに便利に!

　

技
術
講
習
で
刃
物
研
ぎ

カ
ン
ナ
で
薄
削
り
披
露

骨
粗
鬆
症
予
防
テ
ー
マ
に

５
品
を
３
人
ず
つ
で
料
理

学
習
会
で
安
全
意
識

再
確
認
す
る
機
会
に

「
よ
く
切
れ
る
わ
」の
声
に

包
丁
研
ぎ
の
士
気
上
が
る

い
わ
く
ら
マ
ル
シ
ェ
で

木
工
体
験
や
丸
太
切
り

第８地連第８地連
広 島 西広 島 西

第８地連第８地連
広 島 西広 島 西

第８地連第８地連
広 島 西広 島 西

第６地連第６地連
江 田 島江 田 島

第８地連第８地連
広 島 西広 島 西

　

【
安
対
専
門
委
員
・
大
川
浩

司
】
10
月
17
日(

木)

13
時
半
か

ら
安
全
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
師
に
廿
日
市
労
働
基
準
監

督
署
・
労
災
課
の
木
村
氏
と
県
・

山
國
安
対
副
部
長
を
お
招
き
し
、

14
人
の
参
加
者
で
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
「
労
災
適
用
と
補

償
」
に
つ
い
て
木
村
氏
か
ら
話

が
あ
り
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
２
本
観
た

　

【
住
対
専
門
委
員
・
岡
村
大
】

10
月
19
日(

土)

、
岩
倉
フ
ァ
ー

ム
パ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
場
広
場
で

開
催
さ
れ
た
「
い
わ
く
ら
マ
ル

シ
ェ
」
に
、
佐
伯
地
区
の
６
人

後
、
山
國
副
部
長
よ
り
安
全
衛

生
に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
ま
し

た
。

　

８
地
連
で
は
昨
年
の
労
災
事

故
16
件
の
う
ち
転
落
・
転
倒
事

故
が
半
数
以
上
で
し
た
。
こ
の

講
習
で
毎
日
が
危
険
と
隣
り
合

わ
せ
だ
と
改
め
て
感
じ
、
安
全

意
識
の
再
確
認
を
す
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

が
木
工
体
験
や
丸
太
切
り
な
ど

で
出
店
し
ま
し
た
。

　

午
前
は
雨
の
せ
い
か
、
来
場

者
が
少
な
く
心
配
し
て
い
た
の

で
す
が
、
午
後
に
な
り
天
候
も

回
復
し
て
来
場
者
が
増
え
、
休

む
暇
が
な
い
ほ
ど
の
大
盛
況
で

し
た
。

　

木
工
体
験
で
は
、
マ
ル
チ
ボ
ッ

ク
ス
を
作
っ
た
り
丸
太
切
り
を

し
た
り
で
皆
さ
ん
楽
し
ま
れ
、

作
っ
た
作
品
を
嬉
し
そ
う
に
持

ち
帰
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

来
年
も
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

多
く
の
方
に
木
と
触
れ
合
っ
て
、

モ
ノ
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
感
じ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

真
剣
に
研
い
だ
カ
ン
ナ
を
手
に

体
験
す
る
子
ど
も
を
サ
ポ
ー
ト

真
心
込
め
て
様
々
な
包
丁
を
研
ぐ

受
付
を
す
る
主
婦
の
会

カンナの薄削りを披露する竹下講師

次々に仕上がる料理

確
定
申
告
の

作
成
時
間
が

短
縮
！

証明書等の
データ

マイナポータル経由で
データを一括取得

確定申告書に
自動入力・自動計算

ご自宅から
e-Taxで送信

税務署

医
療
費
や
ふ
る
さ
と
納
税
の
デ
ー
タ

が
自
動
で
連
携
さ
れ
て
楽
！

入
力
の
手
間
も
ミ
ス
な
く
安
心
♪

話を聞く14人の参加者

【
主
婦
の
会
・
中
井
俊
予
】

10
月
２
日(

水)

10
時
よ
り
、
建

設
国
保
会
館
（
西
区
横
川
新
町
）

で
料
理
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
骨
粗
鬆

症
予
防
」
。
加
齢
に
伴
い
骨
折

し
や
す
く
な
る
の
で
、
そ
の
予

防
に
な
れ
ば
と
思
い
企
画
。
参

加
者
９
人
の
う
ち
、
初
参
加
の

方
が
１
人
で
し
た
。

　

今
回
の
講
師
は
料
理
教
室
の

先
生
を
さ
れ
て
い
る
大
倉
由
美

さ
ん
で
、
材
料
の
用
意
も
し
て

い
た
だ
け
ま
し
た
。

メ
ニ
ュ
ー
は
「
ち
り
め
ん
も

ぐ
り
ご
は
ん
」
「
ど
ん
が
め
汁
」

「
鮭
と
小
松
菜
の
ち
ゃ
ん
ち
ゃ

ん
焼
き
」
「
水
菜
の
ヨ
ー
グ
ル

ト
サ
ラ
ダ
」
「
フ
ル
ー
ツ
ミ
ル

ク
ゼ
リ
ー
」
の
５
品
。
３
テ
ー

ブ
ル
３
人
ず
つ
で
作
り
ま
し
た
。

　

「
さ
す
が
主
婦
で
す
ね
、
出

来
上
が
り
が
早
い
」
と
講
師
か

ら
言
わ
れ
た
の
で
す
が
、
い
つ

　

【
教
宣
専
門
委
員
・
楠
部
仁

臣
】
10
月
13
日(

日)

、
第
12
回

え
た
じ
ま
オ
リ
ー
ブ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
祭
典
が
江
田
島
市
沖
美
町

鹿
田
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

【
大
工
技
術
専
門
委
員
・
西

川
和
義
】
９
月
29
日(

日)

に
広

島
西
会
館
で
、
大
工
技
術
講
習

会
（
刃
物
研
ぎ
）
を
開
催
。
訓

練
校
講
師
の
竹
下
氏
を
講
師
に

迎
え
、
８
地
連
５
人
、
７
地
連

３
人
、
員
外
１
人
の
計
９
人
が

も
は
男
性

の
料
理
教

室
を
指
導

さ
れ
て
い

る
せ
い
か
、

ボ
リ
ュ
ー

ム
の
あ
る

メ
ニ
ュ
ー

だ
っ
た
よ

　

今
年
も
出
展
ブ
ー
ス
の
一
角

を
お
借
り
し
て
、
恒
例
の
「
包

丁
研
ぎ
」
を
行
い
ま
し
た
。

早
朝
か
ら
準
備
を
行
い
、
主

婦
の
会
の
皆
さ
ん
に
受
付
を
し

参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
黒
板
で
の
説
明
後
、

実
際
に
研
ぎ
方
を
教
わ
り
、
皆

さ
ん
真
剣
に
研
が
れ
て
い
ま
し

た
。
研
い
だ
カ
ン
ナ
を
使
っ
て

講
師
が
カ
ン
ナ
の
薄
削
り
を
披

露
し
て
下
さ
い
ま
し
た
が
、
８

う
に
思
い
ま
す
。

　

最
後
は
作
っ
た
料
理
を
食
べ

な
が
ら
、
「
出
汁
を
取
る
こ
と

も
大
事
で
す
」
と
出
汁
の
取
り

方
な
ど
も
教
わ
り
ま
し
た
。
ま

て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

毎
年
包
丁
を

持
っ
て
来
ら
れ

る
馴
染
み
の
方

か
ら
「
今
年
も

お
願
い
ね
。
大

工
さ
ん
に
研
い

で
も
ら
っ
た
包

丁
は
よ
く
切
れ

る
わ
」
と
声
を

か
け
て
い
た
だ

き
、
士
気
も
上

が
り
ま
す
。

地
連
の
新
田
さ
ん
が
講
師
よ
り

薄
く
削
っ
た
も
の
で
、
皆
さ
ん

び
っ
く
り
。
「
さ
す
が
技
術
の

た
、
「
皆
さ
ん
の
仲
の
良
さ
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
が
良
か
っ
た
で
す
」
と

言
っ
て
い
た
だ
き
、
嬉
し
く
思

い
ま
し
た
。

　

毎
日
使
い
こ
ま
れ
た
包
丁
を

お
借
り
し
、
真
心
を
込
め
て
研

ぎ
ま
し
た
。
若
手
さ
ん
は
ベ
テ

ラ
ン
大
工
さ
ん
か
ら
指
導
を
受

け
な
が
ら
、
様
々
な
包
丁
に
挑

戦
し
て
い
き
、
48
本
の
包
丁
を

無
事
研
ぎ
終
え
て
お
返
し
で
き

ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
の
汗
ば
む
よ
う
な
一

日
、
地
連
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

集
団
だ
な
」
な
ど
と
和
気
あ
い

あ
い
の
中
、
15
時
30
分
頃
に
講

習
会
を
終
え
ま
し
た
。

ちりめんもぐりごはん

フルーツミルク
ゼリー
ど
ん
が
め
汁

水
菜
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
サ
ラ
ダ

鮭と小松菜のちゃんちゃん焼き

税
務
署

医療費
ふるさと納税
などの証明書
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・広島労働局総務部労働保険徴収課
(https://jsite.mhlw.go.jp/hiroshima-roudoukyoku/)
　〒730‒8538　広島市中区上八丁堀6‒30　TEL(082)221‒9246
・各労働基準監督署 ・各ハローワーク(公共職業安定所)
・広島県社会保険労務士会　・(一社)全国労働保険事務組合連合会広島支部
・各労働保険事務組合　へお気軽にご相談ください。

お
問
い
合
わ
せ
先

労働保険に入る
があります

労働者を雇ったら、ひとり
でも

義務

　

労
働
災
害
の
治
療
に
は

病
院
で
健
康
保
険
証
が
使

え
ま
せ
ん
。
労
災
保
険
未

加
入
の
場
合
、
保
険
料
を

遡
っ
て
徴
収
す
る
ほ
か
、

労
災
保
険
給
付
に
要
し
た

費
用
の
40
％
～
１
０
０
％

が
事
業
主
負
担
と
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
○
正
社

員
は
も
と
よ
り
、
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
、
臨
時
を
含

め
て
労
働
者
を
１
人
で
も

雇
用
し
て
い
る
事
業
主
は
、

労
働
保
険
（
労
災
・
雇
用
）

に
加
入
す
る
義
務
が
あ
り

ま
す
（
た
だ
し
、
雇
用
保

事
業
主
の
皆
様
へ

険
は
週
所
定
労
働
時
間
20
時
間

以
上
か
つ
31
日
以
上
の
雇
用
見

込
み
が
あ
る
場
合
に
原
則
と
し

て
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
）
。

　

労
働
保
険
は
、
労
働
者
が
業

務
中
ま
た
は
通
勤
時
の
事
故
に

よ
る
災
害
補
償
と
失
業
し
た
時

の
再
就
職
活
動
中
の
生
活
保
障

等
を
す
る
も
の
で
す
。

　

事
業
主
の
皆
様
に
は
必
ず
加

入
い
た
だ
く
よ
う
国
が
法
律
で

義
務
付
け
て
お
り
、
労
働
保
険

に
加
入
せ
ず
、
働
か
せ
る
こ
と

は
違
法
で
す
。

　

労
働
者
本
人
が
同
意
し
な
い

か
ら
…　

保
険
料
が
払
え
な
い

か
ら
…　

民
間
の
保
険
に
加
入

し
て
い
る
か
ら
…　

は
理
由
に

な
り
ま
せ
ん
。
加
入
し
て
い
な

い
場
合
に
、
負
傷
し
た
本
人
が
、

病
院
ま
た
は
監
督
署
へ
訴
え
出

て
労
災
と
な
る
ケ
ー
ス
も
多
々

あ
り
、
そ
う
し
た
場
合
に
は
、

事
業
主
の
多
大
な
費
用
負
担
と

な
り
ま
す
。
労
災
事
故
が
起
こ

る
前
に
、
速
や
か
に
加
入
手
続

建設業で働く現場労働者のために国が作った退職金制度

運用利回りは
実質年率

1.3％

運
用
利
益

が
つ
い
て
く
る
か
ら

長
く
か
け
れ
ば
お
得

建退共

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員

月々6,720円の掛金（1日320円×21日分）
※掛金は組合費と一緒に納入します。

労働者は事業所で、一人親方は広島建労の組合員なら自分で積み立てることが可能。

加入・請求などの事務手続きや、証紙の購入・貼り付けも、すべて組合が行います。

建設産業全体に適用されているから、事業所が変わっても継続できます。

掛け始めに、国から50日分の補助あり。※現在は証紙1日320円×50日分＝16,000円分

250日分(約1年)以上積み立てたら、建設業をやめる時に一括受け取り。
※ただし500日分(約2年)未満の場合は、元本割れします　（死亡による遺族請求の場合は元本割れしません）

制
度
の
特
徴

共
済
手
帳

（
１
冊
目
）

（青色）

共
済
手
帳

（
２
冊
目
以
降
）

（ピンク色）

共済手帳に証紙を貼り付けることで、掛け金を積み立てます。

1日券

共
済
証
紙

10日券

こんな時は組合へご連絡、
お手続きをお願いします

見
本

見
本

・
代
表
者
に
な
っ
た
、
事
業
所
の
役
員
に
な
っ
た
、

従
業
員
に
な
っ
た

・
一
人
で
仕
事
を
し
て
い
る
が
、
法
人
化
し
た

・
個
人
事
業
を
法
人
化
し
た
、
法
人
を
解
散
し
た

・
事
業
所
名
、
個
人
名
、
所
在
地
な
ど
が
変
わ
っ
た

・
収
入
に
役
員
報
酬
が
含
ま
れ
て
い
る

・
新
た
に
従
業
員
を
雇
用
し
た
、
従
業
員
が
退
職
し
た

・
事
業
所
か
ら
独
立
し
て
一
人
親
方
に
な
っ
た

・
現
場
に
出
な
く
な
っ
た(

経
理
や
営
業
職
に
な
っ
た)

・
加
入
し
て
い
る
人
が
死
亡
し
た

・
建
退
共
と
は
違
う
退
職
金
制
度
に
加
入
し
た

（
中
退
共
、
小
規
模
企
業
共
済
な
ど
）

※これらに該当する場合は、ご所属の
窓口で手続きが必要です。

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員

注
意
：
令
和
3
年
10
月
の
制
度
改
定
で
、
運
用
利
回
り
は
3.0
％
か
ら

1.3
％
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
が
、
令
和
3
年
9
月
ま
で
に
貼
付
し
た

分
は
3.0
％
の
ま
ま
で
退
職
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼納めた額と受け取る額の比較（最初から1日320円で掛けた場合）︎

年 実質掛けた月数 実質掛けた日数 実質掛けた金額 退職金額

1年 10月 210日 67,200円 24,192円

2年 22月 462日 147,840円 161,280円

5年 58月 1,218日 389,760円 414,087円

10年 118月 2,478日 792,960円 893,559円

20年 238月 4,998日 1,599,360円 1,933,479円

30年 358月 7,518日 2,405,760円 3,038,919円

40年 478月 10,038日 3,212,160円 4,268,007円

　組合で掛金を納めている方は、年におよそ1回、建退共で掛金
納付の記録をとっています（これを「手帳更新」といいます）。
手帳更新の度に被共済者へ「手帳の副本」が発行されています。
この副本には納付された掛金日数が記載されており、それを元
にインターネットで現在の退職金額を試算することができます
ので、お手元に届きましたら大切に保管してください。
　また、組合で登録している
住所が違いますとお届けでき
ませんので、転居等で住所地
が変わりましたら速やかに最
寄りの窓口で手続きをお願い
します。

済
ら

回
お

お 年
本

帳
副

共
届

知 1
を

手
の けせ

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

広
島
建
労
の
労
働
保
険
事
務

組
合
で
も
労
働
保
険
（
労
災
・

雇
用
）
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
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建設国保からのお知らせ 広島県建設国民健康保険組合

●肺がん（アスベスト）検診は、各地域連合の実施計画に基づいて行われます。
検診など手続きの詳細については所属の地域連合へお問い合わせください。
●放射線被爆は極微量となっており問題はない量ですので、喫煙者・要再検
査の方は毎年の受診をお勧めしています。
しかし肺・心疾患の疑いがある場合等は十分考慮のうえ、
受診をご検討ください。

※肺がん（アスベスト）検診受診は、『健康づくりビンゴ表』の
左下マスに該当します。

注意 行政（各市町）が検診車を公民館等に派遣して行う集団健診のうちで、特定健康
診査については、建設国保に加入しているみなさんは、受診することができません。

  この特定健康診査については、建設国保が独自に行います。したがいまして、建設国保に
加入しているみなさんは、所属の各地域連合で手続きを行っていただき、建設国保が契約
している検診業者で受診していただくようになりますので、注意してください。

・問診・身体測定・血圧測定・尿検査・前立腺がん検査・大腸がん検査・血液検査（肝機能、脂質、
血糖、貧血等）・子宮頸がん検査・血清クレアチニン検査

※契約医療機関一覧表は広建新報5月号掲載分もしくは広島県建設
国民健康保険組合のホームページにて確認いただけます。

40歳以上の被保険者全員
(令和6年4月1日時点)

特定健診、特定保健指導とも建
設国保が負担するため無料!

今年度も特定健診受診率70％保健
指導受診率30％を目指しています。

　 特定健診とはメタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）をはじめとする生活習慣病の予防や改
善に着目した健診です。特定健診の結果により、将来の生活習慣病を防ぐ事が必要な方には、特定
保健指導を受けて頂く必要があります。特定保健指導は特定健診会場で当日に、実施しております。
また、人間ドック検診においても※令和6年度契約機関一覧表にて記載しております17検診機関での
人間ドック検診後の当日特定保健指導を実施しておりますので、受けて頂くようよろしくお願いします。

マイナ保険証の利用登録解除を希望する方は所
属の地域連合窓口で申請して頂くことにより解除す
ることができます。
解除申請受付時、有効な保険証をお持ちの方には
「資格確認書」(※)の交付はせず、有効な保険証をお
持ちでない方には、「資格確認書」(※)を交付いたし
ます。
　なお、マイナ保険証の利用登録が解除された後も、
マイナポータルやセブン銀行ATM、医療機関・薬局
の受付に設置されている顔認証付きカードリーダー
から再度利用登録の手続きを行う事ができます。
　(※)令和6年12月2日以降、マイナンバーカードを
取得していない方や、マイナンバーカードを保険
証として利用登録していない方が医療機関等で保

険診療を受ける際に必要となりま
す。（ただし、現在お手元にある保
険証は保険証に記載のある有効期
限までは使用可能です。）
　【注意】マイナ保険証の利用登録
解除申請は、解除希望者本人の署
名が必要になります。

特定健診・特定保健指導マイナ保険証の利用登録解除

対象者 目　標自己負担

基本的な健診項目

＜国保組合節目がん検診＞
【対象検診】各地域連合の実施計画に基づく、特定健康診査会場で同時に行わ

れる節目がん検診
【対象者】令和6年4月1日時点で資格を有する被保険者で下記の満年齢の者

  組合員　満20歳、25歳、30歳、35歳　　家族　満30歳、35歳
【検査内容】男女とも便採取による大腸がん検査

  採血検査　貧血、血清クレアチニン（腎機能）、肝機能、血糖値、
  血中脂質（コレステロ－ル値）

女性のみ採血による子宮がん検査（CA‒125）
【補助額】年（4月～翌年3月まで）1回

◇男性…検診料金　5,100円 全額を補助
◇女性…検診料金　7,200円 全額を補助

※国保組合節目がん検診は、『健康づくりビンゴ表』の左上マスに該当します。

建設国保が実施している各種検診等の補助
＜がん検診補助＞

【対象検診】地方自治体（市・町）が実施しているがん検診
【対象者】組合員および配偶者
【補助額】年（4月～翌年3月まで）1回　本人負担額全額
★補助を受けるには
①検診料を支払ったときに必ず領収書をもらう。
②領収書（原本）を持って所属の地域連合で補助申請の手続きをする。

※がん検診受診は、『健康づくりビンゴ表』の左中マスに該当します。

＜歯科健診補助＞
【対象健診】指定歯科医院（健診協力医）で受診した歯科健診
【対象者】被保険者全員
【補助額】年（4月～翌年3月まで）1回　健診料3,300円（税込）　全額を補助
★補助を受けるには
①指定歯科医院を確認。健診日を予約して、
所属の地域連合で健診票を交付してもらう。
②受診日当日、忘れずに健診票を持参していく。
健診料の支払いは不要。

※歯科健診受診は、『健康づくりビンゴ表』の左下マスに該当します。

＜産後就労助成金＞
【対象者】出産された女性組合員
【補助額】出産月を含めた、前３カ月の保険料相当額

　（※産前産後期間の保険料軽減措置前の保険料額で算定）
★補助を受けるには
　出産手当金請求と同時に所属地域連合で助成申請手続きをする。
※プリンターをお持ちの方は当組合ホームページより「申込書兼受診票」を
印刷できます。

＜肺がん（アスベスト）検診補助＞
【対象検診】各地域連合の実施計画に基づき、検診車を派遣して行う肺がん検診
【対象者】組合員および配偶者
【補助額】
◇広島県環境保健協会…検診料金13,750円（税込）のうち、11,750円を補助

自己負担額2,000円が必要です。
◇中国労働衛生協会…検診料金5,500円（税込）のうち、3,500円を補助

自己負担額2,000円が必要です。

＜インフルエンザ予防接種補助＞
【対象者】対象者年齢
・接種日時点で1歳以上から中学入学前の被保険者
・接種日時点で65歳以上75歳未満の被保険者

【補助額】接種費用に関わらず、1,500円を限度として補助
【補助対象数】人数に制限があり、該当対象者2,000人まで補助
【接種期間】10月1日～翌年2月末日までの1回
★補助を受けるには
①接種費用を支払ったとき、必ず領収書をもらう。
②領収書（コピー）と認印を持って所属の地域連合で補助申請の手続きをする。
※プリンターをお持ちの方は当組合ホームページより「申込書兼受診票」を
印刷できます。

※インフルエンザ予防接種は、『健康づくりビンゴ表』の左中マスに該当します。

＜契約保養所利用補助＞
【対象宿泊】日本交通公社（JTB）または日本旅行のどちらかと契約を結んでい

る宿泊施設での宿泊
【対象者】被保険者全員（0歳児は対象外）
【補助額】年（4月～翌年3月まで）1回　組合員 2,000円、家族1人につき 2,000円
★補助対象となっている宿泊施設や手続き方法など、
詳細は所属の地域連合へお問い合わせください。
※プリンターをお持ちの方は当組合ホームページより
　「申込書兼受診票」を印刷できます。
※契約保養所利用者は、『健康づくりビンゴ表』の下中マスに該当します。
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＊広島県建設国民健康保険組合補助申込書兼受診票は、受
診者が当組合の被保険者でありドックの補助対象者である
ことを証明するものです。受診票を提示さ
れないと医療機関で補助対象者であるか
確認が出来ません。当日は必ず受診票を提
示してください。
　　また事前に申込のないものは補助できま
せんので、ご注意ください。

１．対象となる検診及び補助
　　補助の対象となる検診の種類は次のとおりです。
　（1）人間ドック
　（2）脳ドック
　（3）PET-CTがんドック検診（受診予定人数30名まで）
　（4）人間ドック又は脳ドックと併せて受ける契約外検査（オプション検査）
＊宿泊の場合も、日帰り検診と同じ金額の8割を補助金額の上限とします。
＊PET-CTがんドック検診は建設国保組合が一律40,200円を補助しますが、差額につい
ては受診者が契約医療機関の窓口にて支払います。
＊契約外検査（オプション検査）を受診された場合、契約外検査総費用額の5,000円ま
でを上限として補助します。超えた場合の料金は受診者の自己負担になります。
＊PET-CTがんドック検診では、契約外検査は該当いたしませんので、
契約外検査を受診された場合は、全額自己負担になります。
＊人間ドック・脳ドック検診またはPET検診は『健康づくりビンゴ表』
の左上マスに該当します。

２．補助対象医療機関について
　　広島県建設国民健康保険組合と委託契約を締結した医療機関
　（※令和6年度契約医療機関一覧表）の中よりお申し込みください。
　なお、令和6年4月から検診料金等が変更しておりますので、受診される医療機関か
一覧表にてご確認ください。また下記の機関の取扱いが変更となりましたので、ご注意
ください。

（補助廃止医療機関）
・呉芸南病院芸南健康クリニック　・倉敷中央病院付属予防医療プラザ
※契約医療機関一覧表は広建新報5月号掲載分もしくは広島県建設国民健
康保険組合のホームページにて確認いただけます。

３．申し込み方法について
　　補助対象医療機関へ予約後、人間・脳ドックの場合は必ず「契約検診機関補助申込
書兼受診票」、PET-CTがんドック検診の場合は必ず「PET-CT検診補助申込書兼受診票」
を所属されている地域連合の窓口に連絡して、お申し込みください。
※プリンターをお持ちの方は当組合ホームページより「申込書兼受診票」を印刷できます。
　（注）受診される当日は必ず受診票を持参してください。
　（注）予約された後、地域連合の窓口には早めに申請をしてください。
　（注）受診票に記入する項目は全て記入をしてください。
　（注）対象医療機関以外での受診は補助対象になりません。また、償還払いも補助対象
にはなりません。

４．対象者
　　受診票の交付を受けることができるのは交付及び申請時において、次の各号のすべて
の要件に該当する被保険者とする。
　（1）検診日現在被保険者である組合員とその配偶者
　（2）入院または妊娠していない者
　（3）年度内（4月から翌年3月まで）に検診補助を受けていない者
　（4）国民健康保険料を滞納していない者
　（5）事前に当国保組合へ申込書が受理された者

受診票の交付を受けた被保険者が、受診の中止または検診日を変更するときは、直ちにその旨
を検診機関に連絡のうえ、変更をうけてください。
※必ず建設国保組合にも申請変更の連絡をお願いします。

〜受診から補助までの流れ〜

①「契約検診機関一覧表」で契約検診機関を確認のうえ、2週
間以上の余裕をもって予約する

②受診者は所属の地域連合で、補助申込をする「契約検診
機関補助申込書兼受診票・PET-CT検診補助申込書兼受診
票」記入

③国保組合へ「契約検診機関補助申込書兼受診票・PET-CT
検診補助申込書兼受診票」を送付

④国保受付印を押印した補助申込書兼受診票を地域連合へ
返送

⑤受診者は、必ず「契約検診機関補助申込書兼受診票・PET-
CT検診補助申込書兼受診票」を提示のうえ受診する

⑥受診後、（人間・脳ドックの場合）契約検診料金の2割相
当額と、オプション検査を受けられた方は料金の5,000
円を超えた額、（PET-CT検診の場合）当国保組合が負担
する40,200円の差額分を窓口にて支払う。
人間・脳ドック受診でのオプション検査につい
ては、5,000円までは当国保組合が助成します。
5,000円を超えた金額は自己負担となりますの
で、当日窓口でお支払いください。
※PET-CT検診の場合オプション検査は該当しま
せん。

⑦後日、建設国保組合が残りの検診費用相当額と、オプショ
ン検査を受診された方の費用のうち5,000円までを上限
とし、医療機関へ支払う

人間ドック・脳ドック・PET－CTがんドック
検診補助申請について

区　分 月額(1月～12月) 年 　額

医
療
給
付
費
分

（第1種組合員）一人親方・事業主 17,600円 211,200円

職人・従業員

（第2種組合員）35歳以上 14,400円 172,800円
（第3種組合員）25～35歳未満  11,600円 139,200円
（第4種組合員）20～25歳未満  08,000円 96,000円
（第5種組合員）20歳未満  06,100円 73,200円

家族
（5人まで賦課）

家族一人当たり  02,400円 28,800円
未就学児 1,400円 16,800円
1歳未満 0円 0円

組合員 2,600円 31,200円
家族

（5人まで賦課）
家族一人当たり 2,600円 31,200円
１歳未満 0円 0円

介護納付金分(40～65歳
未満の方全員が該当)

組合員 3,500円 42,000円
家族一人当たり 3,500円 42,000円

◎保険料は、医療給付費分・後期高齢者支援金分・介護納付金分の3つの区分に分かれています。組合員さんが、建設国保に納めてもらった保険料は、それぞれを合算した額です。

　令和6年1月～令和6年12月までの１年間に納付された建
設国保の国民健康保険料は表のとおりです。
　年の途中で加入または脱退された組合員さんは、月額に
月数をかけて算出した金額が建設国保に納付された保険料
になります。扶養家族の人数に変更があった場合も同様に
なります。
　納付額を算出する際には、お間違えのないよう注意して
ください。なお、国民健康保険料の納付額証明書について
は確定申告の際、原則提出不要となっておりますが、必要
な組合員さんには証明書を発行しますので、所属の地域連
合へ申し出てください。

令和6年1月～令和6年12月まで
【保険料の年間納付額について】

後
期
高
齢
者

支
援
金
分

国民健康保険料納付額

2024年（令和6年）12 月 10 日 発行第 803 号 昭和41年７月11日第三種郵便物認可第3433号（5）



広島建労のホームページ URL:https://hiro-ken.com/　メールアドレス E-mail:hiroshimakenrou＠hiro-ken.com

地連名 件数
第１地連 福 山 ２
第２地連 芦 品 １
第３地連 しまなみ （１）
第４地連 広島中央 （２）
第５地連 瀬戸内 １
第７地連 広 島 ２（４）
第８地連 広島西 （１）
第９地連 広島北 １
第10地連 高 陽 １（１）
第12地連 庄 原 １（１）

計 ９（10）
（　） 内は一人親方

11月1日の
組織人員
11,728人

賞
品
を
受
け
取
り
笑
顔

コ
ン
ペ
参
加
の
20
人

特
定
健
診
の
受
診
者
少
な
め

上
井
田
ぶ
ど
う
園
で

広いグラウンドをこれから回ります

下船して集合写真をパチリ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

１
打
１
打
に
一
喜
一
憂

銀
河
ラ
ン
チ
ク
ル
ー
ズ

口
か
ら
目
か
ら
満
足
の
時

ラ
ン
チ
交
流
と
果
物
購
入

食
事
の
間
に
近
況
報
告

青
年
部
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

20
人
が
親
睦
を
深
め
る

２
会
場
で
特
定
健
診

例
年
よ
り
受
診
者
少
な
目

第１地 連第１地 連
福 山福 山

第10地連第10地連
高 陽高 陽

第11地 連第11地 連
三 次三 次

第1地 連第1地 連
福 山福 山

第11地 連第11地 連
三 次三 次

　

【
教
宣
副
専
門
委
員
・
野
田

芳
史
】
10
月
20
日(

日)

に
福
山

市
加
茂
町
北
山
の
福
山
市
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
で
、
組
織
部

　

【
主
婦
の
会
・
竹
田
美
由
起
】

９
月
18
日(

水)

、
第
10
地
連
主

婦
の
会
は
ク
ル
ー
ズ
船
・
銀
河

の
ラ
ン
チ
ク
ル
ー
ズ
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
主
婦
だ
け
で
な
く

家
族
に
も
声
を
掛
け
、
19
人
の

参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。
出

発
前
に
く
じ
を
引
い
て
、
当
た
っ

た
人
が
船
長
の
帽
子
と
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
を
着
て
、
ド
ラ
を
鳴
ら
し
て

　

【
青
年
部
長
・
深
田
一
見
】

10
月
27
日(

日)

、
今
年
も
神
石

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
、
第
１

地
連
福
山
青
年
部
ゴ
ル
フ
コ
ン

主
催
、
青
年
部
と

主
婦
の
会
協
力
の

第
22
回
ふ
れ
あ
い

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
を
開
催
。

県
・
橋
本
副
委
員

長
を
は
じ
め
と
す

る
他
地
連
、
第
１

地
連
の
方
々
を
来

賓
と
し
て
招
き
、

総
勢
70
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
前
日
の

雨
も
あ
が
り
、
少

　

【
主
婦
の
会
・
佐
々
木
順
子
】

第
11
地
連
三
次
主
婦
の
会
で
は
、

９
月
26
日(

木)

に
「
ラ
ン
チ
交

流
と
果
物
狩
り
」
を
平
田
観
光

農
園
で
計
画
し
て
参
加
者
を
募
っ

た
の
で
す
が
、
当
日
休
園
と
い

18
日　

第
３
１
４
回
執
行
委
員
会

19
日　

広
島
国
税
局
交
渉

　

建
設
国
保
四
役
会
議

22
日　

第
６
地
連
門
松
制
作
、
ミ
ニ
門
松
講
習
会

　

第
７
地
連
特
定
健
診

　

第
８
地
連
門
松
作
り
、
も
ち
つ
き

　

第
10
地
連
し
め
縄
作
り
講
習
会

26
日　

建
設
国
保
理
事
会

12
／
30
〜
１
／
５
日　

年
末
・
年
始
休
み

16
日　

第
７
地
連
特
定
健
診

▼
12
〜
１
月
の
行
事
予
定
▲

か
ら
の
出
港
で
す
。
「
ゴ
ー
ン

ゴ
ー
ン
ゴ
ー
ン
！

出
港
！
」

　

と
て
も
良
い
天
気
の
中
、
安

芸
の
小
富
士
と
呼
ば
れ
て
い
る

似
島
の
横
を
通
り
抜
け
、
船
は

進
み
ま
す
。

　

ま
も
な
く
料
理
が
出
て
き
て
、

乾
杯
！　

お
昼
か
ら
、
美
味
し

い
料
理
で
話
も
盛
り
上
が
り
ま

す
。
島
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、

ス
ー
プ
、
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
、

　

【
教
宣
専
門
委
員
・
佐
々
木

哲
司
】
第
11
地
連
三
次
で
は
、

例
年
通
り
２
会
場
で
特
定
健
診

を
行
い
ま
し
た
。

　

高
田
会
場
は
、
高
田
支
所
で

９
月
４
日(

水)

に
午
前
中
の
み

で
行
わ
れ
、
受
診
者
は
31
人
。

三
次
会
場
は
、
み
よ
し
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
で
９
月
22
日(

日)

に
ア
ス
ベ
ス
ト
検
診
と
一
緒
に

行
わ
れ
、
特
定
健
診
95
人
、
ア

ス
ベ
ス
ト
検
診
24
人
が
受
診
し

ペ
を
開
催
し
、
20
人
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

天
気
予
報
で
は
雨
だ
っ
た

の
で
す
が
、
曇
り
空
で
、
最

後
に
雨
が
降
り
出
し
た
組
も

あ
り
ま
し
た
が
、
無
事
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
、
様
々

な
方
と
プ
レ
ー
し
、
親
睦
を

深
め
交
流
で
き
る
貴
重
な
場

で
す
。
今
回
は
順
位
に
よ
っ

て
多
数
の
賞
を
用
意
し
、
皆

さ
ん
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
、
楽
し
く
過
ご
し
ま

し
た
。

　

今
後
も
開
催
し
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
参
加
の
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

12月1月

し
風
が
あ
る
も
の
の
秋
晴
れ
で
、

広
々
と
し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
回

り
ま
し
た
。

　

各
ホ
ー
ル
、
１
打
１
打
に
一

う
こ
と
が
分
か
り
、
三
次
市
農

業
交
流
連
携
拠
点
施
設
「
ト
レ
ッ

タ
み
よ
し
」
で
の
ラ
ン
チ
交
流

と
果
物
購
入
に
変
更
と
な
り
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
三
次
地
区
の
会
員

３
人
と
安
芸
高
田
地
区
の
会
員

５
人
で
各
自
が
現
地
へ
。
ラ
ン

チ
は
施
設
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で

バ
イ
キ
ン
グ
で
す
。
三
次
在
住

の
会
員
で
も
、
な
か
な
か
こ
こ

に
来
て
ラ
ン
チ
を
い
た
だ
く
こ

と
は
な
く
、
皆
さ
ん
と
て
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

予
約
を
受
け
て
く
れ
な
い
こ

の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
開
店
前

か
ら
大
勢
の
人
が
並
ぶ
た
め
、

早
め
に
行
っ
て
並
ん
で
待
つ
ス

タ
イ
ル
。
待
っ
て
い
る
間
も
、

お
店
の
中
に
あ
る
様
々
な
季
節

の
野
菜
や
焼
き
立
て
の
パ
ン
に

心
奪
わ
れ
そ
う
に
な
り
な
が
ら

じ
っ
と
我
慢
。
で
も
、
我
慢
し

た
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
の

料
理
を
い
た
だ
い
て
も
美
味
し

デ
ザ
ー
ト
と
、
口
か
ら
も
目
か

ら
も
満
足
な
時
間
で
し
た
。

　

そ
う
こ
う
し
て
い
る
と
、
も

う
宮
島
で
す
。
鳥
居
が
見
え
て

き
ま
し
た
。
「
な
ん
か
、
ち
っ

ち
ゃ
い
ね
」
「
こ
っ
ち
か
ら
見

る
こ
と
な
い
け
ぇ
ね
」
「
違
う

よ
、
あ
っ
ち
が
大
鳥
居
じ
ゃ
」

「
知
ら
ん
か
っ
た
。
２
つ
も
鳥

居
が
あ
る
と
は
！
」
な
か
な
か

見
る
こ
と
の
な
い
方
向
か
ら
の

宮
島
は
、
何
回
も
行
っ
た
こ
と

の
あ
る
人
に
も
発
見
が
あ
っ
た

よ
う
で
し
た
。

　

宮
島
に
上
陸
し
て
の
散
策
は

ま
し
た
。

　

例
年
よ
り
受
診
者
は
少
な
目
。

こ
れ
も
暑
さ
の
せ
い
で
し
ょ
う

か
？
広
報
不
足
で
し
ょ
う
か
？

反
省
！

　

世
間
も
そ
う
で
す
が
、
我
が

第
11
地
連
の
組
合
員
の
皆
さ
ん

も
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

健
康
に
は
大
変
留
意
し
て
い
ま

す
が
、
お
っ
く
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
が
訪
れ
た
時
間
帯
は
ス
ム
ー

ズ
に
受
診
で
き
、
他
業
種
の
方

と
世
間
話
も
し
な
が
ら
15
分
程

度
で
済
み
ま
し
た
。
健
診
開
始

直
後
は
大
変
混
雑
し
た
よ
う
で

す
が
、
案
内
時
間
を
守
っ
て
受

診
す
れ
ば
、
待
ち
時
間
も
少
な

い
そ
う
で
す
。

　

健
康
で
い
る
の
が
仕
事
で
も

家
庭
で
も
一
番
な
の
で
、
毎
年

の
健
康
管
理
だ
と
思
っ
て
定
期

的
に
受
け
る
習
慣
を
付
け
ま
し
ょ

う
。

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
希
望

者
は
操
舵
室
に
入
れ
て
も
ら
っ

内　容 件数
工 具 ・ 機 械 ４
切 れ・ こ す れ ３
打 撲 ・ 捻 挫 ３
転 墜 落 ３
飛 来 ・ 落 下 ３
火 傷 ２
転 倒 １

計 19

「カンガルーマーク」クイズ
紙
面
に
複
数
個
の
「
カ
ン
ガ
ル
ー
マ
ー
ク
」
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

「
カ
ン
ガ
ル
ー
マ
ー
ク
」
の
総
数(

写
真
内
の
も
の
は
含
ま
な
い)

を
お
答

え
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ(

Ｆ
Ａ
Ｘ
可)

に
、
「
カ
ン
ガ
ル
ー
マ
ー
ク
の
総
数
・

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
所
属
地
連
名
・
『
広
建
新
報
』

に
つ
い
て
ひ
と
こ
と
感
想
」
を
明
記
し
て
、
広
島
建
労
・
県
本
部
ま
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
応
募
可
能
〈
「
組
合
員
専
用
」
ペ
ー
ジ
〉
で

す
。
抽
選
の
上
、
10
人
の
方
へ
ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
応

募
締
め
切
り
は
今
月
末(
消
印
有
効)

ま
で
で
す(

正
解
：
11
月
号
は
４
個)

。

労働災害地連別件数一覧表
令和6年10月分

労災保険に入りましょう

令和5年度・佳作

皆
で
守
ろ
う

　
職
場
の
安
全

尊
い
命

労働安全標語

第7地連広島
井野本　憲雄さん

※
あ
く
ま
で
予
定
で
す(

後
日
変
更
あ
り)

。
詳
細
は
県
本

部
ま
た
は
所
属
の
地
連
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

喜
一
憂
。
個
人
戦
の
み
を
行
い
、

優
勝
は
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
２
回

の
千
田
学
区
・
佐
藤
さ
ん
で
し

た
。

　

賞
品
を
も
ら
わ
れ
た
皆
様
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
休

日
の
ひ
と
時
、
皆
さ
ん
楽
し
く

過
ご
し
親
睦
を
深
め
た
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

そ
の
後
も
話
に
花

は
咲
き
続
け
、
「
こ

の
元
宇
品
の
病
院
の

場
所
に
は
、
昔
、
水

族
館
が
あ
っ
た
ん
じ
ゃ

な
い
？
」
「
歳
が
バ

レ
る
ね
ぇ
」
な
ど
と

話
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
、
船
は
宇
品
港
に

戻
っ
て
き
ま
し
た
。

下
船
し
て
集
合
写
真

を
パ
チ
リ
。
と
て
も
楽
し
い
ク

ル
ー
ズ
の
旅
で
し
た
。

く
、
飽
き
る
こ
と
な
く
お

腹
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。

　

食
事
の
間
、
近
況
報
告

な
ど
を
し
て
い
た
ら
、
あ
っ

と
い
う
間
の
１
時
間
。
後

ろ
髪
を
引
か
れ
な
が
ら
の

食
事
終
了
。

　

そ
の
後
、
ブ
ド
ウ
を
求

め
て
場
所
を
近
く
の
上
井

田
ぶ
ど
う
園
に
移
し
ま
し

た
。
こ
の
葡
萄
園
で
は
い

ろ
い
ろ
な
ブ
ド
ウ
を
栽
培

し
て
い
る
の
で
す
が
、
当
日
は

ピ
オ
ー
ネ
が
終
わ
る
頃
で
、
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
は
最
盛
期
。

ほ
か
に
も
何
種
類
か
あ
り
ま
し

た
が
本
当
に
良
心
価
格
で
し
た
。

　

お
店
の
方
も
「
お
っ
し
ゃ
っ

て
く
だ
さ
れ
ば
、
店
頭
に
な
い

も
の
も
詰
め
合
わ
せ
ま
す
の
で
、

遠
慮
し
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
、

選
果
の
合
間
を
ぬ
っ
て
対
応
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
と
て
も

美
味
し
い
葡
萄
と
梨
。
家
族
に

お
土
産
に
持
っ
て
帰
っ
た
ら
あ
っ

と
い
う
間
に
無
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
に

大
好
評
だ
っ
た
ラ
ン
チ
交
流
会
。

た
く
さ
ん
の
会
員
の
方
に
も
体

験
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

2024年（令和6年）12 月 10 日 発行第 803 号 昭和41年７月11日第三種郵便物認可第3433号 （6）


